
ポリファーマシー対策支援システム

（ポリコン）のご案内

薬剤総合評価調整加算
などの算定に取り組むユーザー様

不適切な多剤内服状態
の患者把握に手間がかかる。

対象患者の抽出がラク！

・対象患者は持参薬鑑別システムで鑑別した患者や、持参薬処方を
受信した患者より、設定した条件から自動で抽出されます。

・患者毎に服用内服薬品数、注意薬品数を表示し、
優先して処方適正化に取り組む患者の把握が容易にできます

。

薬品数、注意薬品数の把握及び

患者同意、評価調整取得確認が可能。

入退院時薬剤情報提供書
を作る時間がない。

（Polypharmacy Control ポリファーマシーコントロール）
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※動作条件は別途ユヤマ営業担当者
へお問い合わせください

ポリファーマシーWEB
システム「POLyCON」
では退院済患者に対しての
フォローアップ管理機能も
備えています。

入院時持参薬に必要な情報がデータ連携された状態で表示されています。
減量、中止などの事由/経過は直接入力だけでなく定型文より、退院時処方
もDo処方を引用でき、効率的に提供書の作成ができます。

入退院時薬剤情報提供書の作成

日数、注意薬品、抗精神病薬品の把握。

減量/中止事由、経過を記載します。

POLyCONはYunicomEx-Rのサブシステムとなります。
カタログの記載内容は2020年6月現在のものです。
システムの改良のため仕様を予告なしに変更することがありますのでご了承ください。

入院時、退院時の
薬品数を表示。


